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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、
　前記装置本体の後面に設けられ、前記装置本体の内部に後方からアクセスするための本
体開口部と、
　前記本体開口部を覆う後扉と、
　前記装置本体内に収容され、前記後扉が開いた状態で、後側へ引き出し可能な処理ユニ
ットと、を備え、
　前記処理ユニットは、
　　ユニット本体と、
　　前記ユニット本体に設けられ、両替金として出金される貨幣を収納する出金庫と、
　　前記ユニット本体における前記出金庫の後方に位置し、両替のために入金された貨幣
を収納する入金庫と、
　　前記ユニット本体における前記入金庫の直後に前記処理ユニットの最後尾の収納庫と
して設けられ、前記出金庫に貨幣を補充するサブ収納庫と、を含む、
ことを特徴とする貨幣処理装置。
【請求項２】
　前記出金庫および前記入金庫は、前記ユニット本体に着脱可能に装着される、
ことを特徴とする請求項１に記載の貨幣処理装置。
【請求項３】
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　ループ状をなし、前記出金庫および前記入金庫の上方で貨幣を搬送する搬送路をさらに
備え、
　前記出金庫、前記入金庫および前記サブ収納庫は、それぞれ、分岐路によって前記搬送
路につながり、
　前記搬送路は、前記サブ収納庫から前記出金庫に貨幣を補充するとき、前から後へ流れ
る貨幣が前記出金庫へ収納されるような搬送方向で貨幣を搬送する、
ことを特徴とする請求項１または２に記載の貨幣処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、貨幣の入出金を行うことができる貨幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、貨幣の入出金を行うことができる貨幣処理装置が知られている（たとえば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１では、現金自動取引装置が提案されている。この現金自動取引装置では、そ
の筐体の前面に、紙幣の出し入れが可能な紙幣口が設けられており、筐体内には、紙幣を
収容する保管庫が金種に応じて複数設けられている。紙幣口に投入された紙幣は、金種毎
に分けられて、対応する保管庫に収納される。出金取引の際には、対応する保管庫から必
要な金種および枚数の紙幣が取り出されて紙幣口に払い出される。
【０００４】
　また、現金自動取引装置には、装填庫が１つ設けられている。この装填庫は、保管庫に
紙幣を装填する場合や、保管庫から紙幣を取り出す場合に、媒体として使用されるととも
に、予備の紙幣を保管するサブの保管庫としても使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－９３６４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は、出金庫および入金庫を装置本体から引き出して出金庫へ貨幣を補充できる
とともに、出金庫および入金庫を装置本体から引き出すことなくサブ収納庫から出金庫へ
貨幣を補充できる貨幣処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の主たる態様に係る貨幣処理装置は、前記装置本体の後面に設けられ、前記装置
本体の内部に後方からアクセスするための本体開口部と、前記本体開口部を覆う後扉と、
前記装置本体内に収容され、前記後扉が開いた状態で、後側へ引き出し可能な処理ユニッ
トと、を備える。ここで、前記処理ユニットは、ユニット本体と、前記ユニット本体に設
けられ、両替金として出金される貨幣を収納する出金庫と、前記ユニット本体における前
記出金庫の後方に位置し、両替のために入金された貨幣を収納する入金庫と、前記ユニッ
ト本体における前記入金庫の直後に前記処理ユニットの最後尾の収納庫として設けられ、
前記出金庫に貨幣を補充するサブ収納庫と、を含む。
【０００８】
　本態様に係る貨幣処理装置において、前記出金庫および前記入金庫は、前記ユニット本
体に着脱可能に装着される構成とされ得る。
【０００９】
　本態様に係る貨幣処理装置において、ループ状をなし、前記出金庫および前記入金庫の
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上方で貨幣を搬送する搬送路をさらに備える構成が採られ得る。この場合、前記出金庫、
前記入金庫および前記サブ収納庫は、それぞれ、分岐路によって前記搬送路につながる。
前記搬送路は、前記サブ収納庫から前記出金庫に貨幣を補充するとき、前から後へ流れる
貨幣が前記出金庫へ収納されるような搬送方向で貨幣を搬送する。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、出金庫および入金庫を装置本体から引き出して出金庫へ貨幣を補充
できるとともに、出金庫および入金庫を装置本体から引き出すことなくサブ収納庫から出
金庫へ貨幣を補充できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、この発明の一実施形態に係る貨幣処理装置１を正面側から見た斜視図で
ある。
【図２】図２は、貨幣処理装置１を背面側から見た斜視図であって、後扉２６を開いた状
態を示している。
【図３】図３は、紙幣処理ユニット６の斜視図である。
【図４】図４は、貨幣処理装置１を背面側から見た斜視図であって、後扉２６を開いて紙
幣処理ユニット６を引き出している途中の状態を示している。
【図５】図５は、貨幣処理装置１の要部の図解的な縦断面構造図である。
【図６】図６は、貨幣処理装置１の制御回路ブロック図であり、この発明の特徴と関連す
る部分のみを示すブロック図である。
【図７】図７は、貨幣処理装置１において行われる制御動作の一例を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下には、図面を参照して、この発明の実施形態について具体的に説明する。
【００１３】
　図１は、この発明の一実施形態に係る貨幣処理装置１を正面側から見た斜視図である。
【００１４】
　図１に示す貨幣処理装置１は、銀行等に設置される両替機である。
【００１５】
　貨幣処理装置１は、中空のボックス状の装置本体２と、装置本体２内に収容されるカー
ド処理ユニット３、バラ硬貨処理ユニット４、包装硬貨処理ユニット５、紙幣処理ユニッ
ト６およびレシート処理ユニット７とを備えている。
【００１６】
　装置本体２では、その前側上部がＬ字状に切り欠かれていて、装置本体２の前側面は、
略垂直に延びる垂直面８と、垂直面８の上端から後側へ略水平に延びる水平面９と、水平
面９の後端から後上側へ少し傾斜して延びる傾斜面１０とを含んでいる。
【００１７】
　傾斜面１０では、その幅方向略中央位置に、タッチパネルディスプレイを有する操作部
１１が設けられ、操作部１１の左隣には、貨幣処理装置１が取扱中であるか否かを表示す
る取扱表示部１２と、バラ硬貨取出口１３とが、上からこの順番で設けられている。バラ
硬貨取出口１３は、専用のシャッター１４によって開閉される。傾斜面１０における操作
部１１の右隣には、顧客のカードを受け入れるカード挿入口１５と、レシートが発行され
るレシート発行口１６とが、上からこの順番で設けられている。
【００１８】
　水平面９では、左側に包装硬貨取出口１７が形成され、右側に紙幣入出金口１８が形成
されている。包装硬貨取出口１７は、専用のシャッター１９によって開閉され、紙幣入出
金口１８は、専用のシャッター２０によって開閉される。
【００１９】
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　垂直面８の右側上部には、貨幣処理装置１内に入金された貨幣に混ざっていた異物を返
却するための異物返却口２１が形成されている。
【００２０】
　カード処理ユニット３は、カード挿入口１５の後側に設けられている。カード処理ユニ
ット３は、カード挿入口１５に挿入された顧客のカードから必要な情報を読み取る。
【００２１】
　バラ硬貨処理ユニット４は、バラ硬貨取出口１３の後側に設けられている。バラ硬貨処
理ユニット４は、バラ硬貨を収納し、両替の際、必要に応じた額のバラ硬貨をバラ硬貨取
出口１３に払い出す。
【００２２】
　包装硬貨処理ユニット５は、所定数ごとにまとまった状態で包装された硬貨（包装硬貨
）を収納している。包装硬貨処理ユニット５は、両替の際、必要に応じた額に相当する個
数の包装硬貨を包装硬貨取出口１７に払い出す。
【００２３】
　紙幣処理ユニット６は、紙幣を金種毎に収納していて、両替の際、必要な額に相当する
金種および枚数の紙幣を紙幣入出金口１８に払い出すとともに、紙幣入出金口１８に払い
込まれた顧客の紙幣を収納する。
【００２４】
　レシート処理ユニット７は、レシート発行口１６の後側に設けられていて、両替に係る
明細を記載したレシートをレシート発行口１６から発行する。
【００２５】
　貨幣処理装置１での両替に係る動作の概要を説明すると、顧客は、まず、操作部１１を
操作して、自分の紙幣をどの金種の貨幣（紙幣および硬貨の少なくともいずれか）に両替
するのかを選択する。この際、顧客は、自分のカードをカード挿入口１５に挿入して、今
回の両替取引に係る履歴をカードや貨幣処理装置１に記録させてもよい。
【００２６】
　顧客が両替したい金種を選択した後、シャッター２０が開き、顧客は、両替したい自分
の紙幣を紙幣入出金口１８に投入する。
【００２７】
　その後、シャッター２０が閉まり、貨幣処理装置１内において両替処理が行われる。具
体的には、入金された顧客の紙幣が紙幣処理ユニット６に回収されるとともに、顧客が両
替を希望する金種の貨幣が、バラ硬貨処理ユニット４、包装硬貨処理ユニット５および紙
幣処理ユニット６の少なくともいずれかから払い出される。払い出された貨幣を顧客が受
け取ると、両替に係る取引が完了する。なお、取引完了の際、今回の両替に係る明細を記
載したレシートがレシート発行口１６から発行される。
【００２８】
　図２は、貨幣処理装置１を背面側から見た斜視図であって、後扉２６を開いた状態を示
している。
【００２９】
　図２を参照して、装置本体２の後面には、装置本体２内部に後方からアクセスするため
の本体開口部２５が形成されている。本体開口部２５は、装置本体２の後面のほぼ全域に
亘る大きさであり、縦長の略矩形状である。
【００３０】
　装置本体２には、後扉２６が設けられている。後扉２６は、本体開口部２５をちょうど
覆う大きさを有する縦長の略矩形板状である。後扉２６は、装置本体２の後面の背面視に
おける左端部に設けられたヒンジ（図示せず）を介して装置本体２に連結されていて、ヒ
ンジを中心に回動することによって、本体開口部２５を開閉する。
【００３１】
　図２に示すように後扉２６を後側へ開くと、装置本体２の内部が本体開口部２５から後
側へ露出される。図２では、紙幣処理ユニット６の後端部に設けられた３つのサブ収納庫
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２７が露出されている。各サブ収納庫２７には、紙幣を収納できる。３つのサブ収納庫２
７は、縦に並んで配置されている。そのため、貨幣処理装置１では、複数のサブ収納庫２
７を備えながら、横方向における大型化を回避できる。縦に並んだ３つのサブ収納庫２７
は、一体化されてサブ収納ユニット３１を構成している。
【００３２】
　サブ収納庫２７は、たとえば幅広の略直方体形状をなす中空のボックス状であり、その
後面には、収納庫開口部２８が形成されている。収納庫開口部２８は、サブ収納庫２７の
後面のほぼ全域に亘る大きさであり、横長の略矩形状である。収納庫開口部２８は、サブ
収納庫２７の内部を後側（本体開口部２５側）へ露出させる。そのため、貨幣処理装置１
が稼動中であっても、装置本体２の後面側において、後扉２６を開くと、本体開口部２５
側に露出された収納庫開口部２８を介して、各サブ収納庫２７に貨幣を装填することがで
きる。
【００３３】
　サブ収納庫２７には、収納庫開口部２８を開閉する収納庫扉２９が設けられている。収
納庫扉２９は、サブ収納庫２７の後面の背面視における右端部に設けられたヒンジ３０を
介してサブ収納庫２７に連結されていて、ヒンジ３０を中心に回動することによって、収
納庫開口部２８を開閉する。図２では、縦に並んだ３つのサブ収納庫２７において、最上
位のサブ収納庫２７では収納庫扉２９が開いていて、残りのサブ収納庫２７では収納庫扉
２９が閉じている。
【００３４】
　図３は、紙幣処理ユニット６の斜視図である。図４は、貨幣処理装置１を背面側から見
た斜視図であって、後扉２６を開いて紙幣処理ユニット６を引き出している途中の状態を
示している。
【００３５】
　図３を参照して、紙幣処理ユニット６は、横方向（貨幣処理装置１の前後方向）に長手
である。
【００３６】
　紙幣処理ユニット６は、ユニット本体３２と、複数（ここでは５つ）のメイン収納庫３
３と、前述した３つのサブ収納庫２７（サブ収納ユニット３１）とを含んでいる。
【００３７】
　ユニット本体３２は、横方向（前後方向）に長手の中空体であり、上面が開放されてい
る。ユニット本体３２の上面において開放された部分は、メイン収納庫３３の数（ここで
は５つ）の着脱口３４に区分されている。５つの着脱口３４は、ユニット本体３２の長手
方向に並んでいる。また、ユニット本体３２の内部空間は、ユニット本体３２の長手方向
において５つの収容室（図示せず）に仕切られていて、各収容室は、ユニット本体３２の
長手方向において同じ位置にある着脱口３４に対して下から連通している。
【００３８】
　メイン収納庫３３は、前後に扁平で上下に長手の中空のボックス状であり、内部に紙幣
を収納することができる。また、メイン収納庫３３の上端部には、略Ｕ字状のハンドル３
５が取り付けられている。略Ｕ字状のハンドル３５の２つの遊端部がメイン収納庫３３の
上端部を挟んでいて、ハンドル３５は、これらの遊端部を中心として回動可能である。
【００３９】
　メイン収納庫３３は、ユニット本体３２に対して着脱可能である。図３では、奥（後）
から２つ目のメイン収納庫３３が着脱途中の状態にあり、残りのメイン収納庫３３はユニ
ット本体３２に装着された状態にある。メイン収納庫３３は、予め定められた着脱口３４
を介してユニット本体３２の内部空間（前述した収容室）に挿入されることで、ユニット
本体３２に装着される。装着後のメイン収納庫３３の上端部は、着脱口３４から上方には
み出ている。そして、この状態のメイン収納庫３３を着脱口３４から上に引き上げること
で、メイン収納庫３３をユニット本体３２から離脱させることができる。
【００４０】
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　メイン収納庫３３を着脱する際には、上向きに立てられたハンドル３５が把持される。
ユニット本体３２に装着されたメイン収納庫３３では、ハンドル３５は斜め下向きに傾い
ている。
【００４１】
　サブ収納ユニット３１は、ユニット本体３２の後端部に対して後側から取り付けられて
いて、ユニット本体３２と一体化されている。サブ収納ユニット３１は、最も後側のメイ
ン収納庫３３に隣接している。この状態で、サブ収納ユニット３１の各サブ収納庫２７の
収納庫開口部２８は、後方を臨んでいる（図２および図４参照）。
【００４２】
　装置本体２の後扉２６を後側へ開いて本体開口部２５を開放すると、紙幣処理ユニット
６が本体開口部２５から後方へ露出される（図２参照）。このとき、紙幣処理ユニット６
では、後端に位置するサブ収納ユニット３１が、本体開口部２５から後方へ露出される（
図２参照）。
【００４３】
　図４に示すように、紙幣処理ユニット６の底面には、キャスター３６が取り付けられて
いるので、後扉２６を開いた状態で紙幣処理ユニット６を後側へ引っ張ると、キャスター
３６が床面を転がることによって、紙幣処理ユニット６を後側へ引き出すことができる。
逆に、引き出した紙幣処理ユニット６を装置本体２内部へ押し込めば、装置本体２に装着
することができる（図２参照）。
【００４４】
　図５は、貨幣処理装置１の要部の図解的な縦断面構造図である。図５では、紙幣処理ユ
ニット６と、装置本体２において紙幣処理ユニット６に関連する部分とを抜き出して示し
ている。
【００４５】
　図５における左側が装置本体２の正面（前面）であり、その反対側（右側）が装置本体
２の背面（後面）である。
【００４６】
　図５における装置本体２の左上側に、前述した紙幣入出金口１８が設けられている。図
５では、紙幣入出金口１８が、専ら紙幣が入金される紙幣入金口１８Ａと、専ら紙幣が出
金される紙幣出金口１８Ｂ（出金口）とに分けられている。また、装置本体２には、装填
リジェクト部４０および出金リジェクト部４１という２つの収容室が設けられている。
【００４７】
　そして、装置本体２内には、取込経路４２と、搬送路４３と、取出経路４４と、識別部
４５（リジェクト貨幣検出手段）とが内蔵されている。
【００４８】
　取込経路４２は、紙幣入金口１８Ａに入金された紙幣を１枚ずつ取り込み、搬送路４３
へと送るための経路である。
【００４９】
　搬送路４３は、取込経路４２から送られた紙幣を搬送するためのものであって、上下に
扁平なループ状をなしており、搬送路４３内の紙幣は、紙幣処理ユニット６の５つのメイ
ン収納庫３３の上方で、循環するように搬送される。搬送路４３内の紙幣の搬送方向は、
入金時や出金時で異なっており、図５における時計回りと反時計回りの方向である。
【００５０】
　取出経路４４は、搬送路４３内の紙幣を紙幣出金口１８Ｂへ送るための経路である。
【００５１】
　識別部４５は、搬送路４３の上側部分の途中に配置されていて、搬送路４３を搬送され
る紙幣の金種、正損、真偽等を識別する。つまり、識別部４５は、リジェクトすべき紙幣
（リジェクト紙幣）を検出する。
【００５２】
　搬送路４３の下側部分には、分岐路４６、４７、４８、４９、５０、５１の各一端が、
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搬送路４３内の紙幣の（ここでは、反時計回りの）搬送方向における上流側から、この順
番で接続されている。
【００５３】
　分岐路４６の他端は、図５における最も左（前）側のメイン収納庫３３の内部につなが
っている。分岐路４７の他端は、図５における左側から２番目のメイン収納庫３３の内部
につながっている。分岐路４８の他端は、図５における左側から３番目のメイン収納庫３
３の内部につながっている。分岐路４９の他端は、図５における左側から４番目のメイン
収納庫３３の内部につながっている。分岐路５０の他端は、図５における最も右（後）側
のメイン収納庫３３の内部につながっている。
【００５４】
　分岐路５１の他端は、途中で分岐することによって、３つのサブ収納庫２７のそれぞれ
の内部につながっている。
【００５５】
　搬送路４３の上側部分において、搬送路４３内の識別部４５の右（後）側には、分岐路
５２の一端が接続されている。分岐路５２の他端は、装填リジェクト部４０につながって
いる。
【００５６】
　取込経路４２の途中には、分岐路５３の一端がつながっている。分岐路５３の他端は、
出金リジェクト部４１につながっている。
【００５７】
　また、装置本体２には、取込経路４２や搬送路４３内の紙幣を搬送するローラー５４が
設けられている。各メイン収納庫３３には、分岐路４６、４７、４８、４９、５０におけ
る対応する分岐路からの紙幣をメイン収納庫３３内部に取り込んだり、メイン収納庫３３
内の紙幣を当該分岐路へ送り出したりするためのローラー５５が設けられている。各サブ
収納庫２７には、分岐路５１からの紙幣をサブ収納庫２７内部に取り込んだり、サブ収納
庫２７内の紙幣を分岐路５１へ送り出したりするためのローラー５６が設けられている。
【００５８】
　そして、搬送路４３と分岐路４６～５２のそれぞれとの接続位置には、分岐爪５７が設
けられており、分岐爪５７を切り換えることによって、搬送路４３内の紙幣を所望の分岐
路４６～５２へ搬送することができる。また、分岐爪５７は、取込経路４２と搬送路４３
との接続位置、取込経路４２と分岐路５３との接続位置、および、取出経路４４と搬送路
４３との接続位置のそれぞれにも設けられている。
【００５９】
　ここで、５つ並んだメイン収納庫３３のうち、３つのメイン収納庫３３は、出金のため
に準備された紙幣が収納される出金庫３３Ａとされ、別の１つのメイン収納庫３３は、入
金された紙幣が収納される入金庫３３Ｂとされ、残りの１つのメイン収納庫３３は、一時
保留部（略して「一保（いちほ）」）３３Ｃとされる。図５では、３つの出金庫３３Ａ、
一保３３Ｃ、入金庫３３Ｂが、右側（前側）からこの順番で並んでいる。
【００６０】
　３つの出金庫３３Ａは、たとえば、千円札、五千円札、二千円札に応じて区別されてい
て、いずれかの出金庫３３Ａには、千円札、五千円札および二千円札のいずれかの所定の
金種の紙幣が収納される。
【００６１】
　なお、図５では、出金庫３３Ａは３つ設けられているが、出金庫３３Ａの数は、任意で
設定されるので、１つであってもよいし、４つ以上であってもよい。出金庫３３Ａが４つ
以上あれば、４つ目以降の出金庫３３Ａには、千円札、五千円札および二千円札のいずれ
かの金種の紙幣が収納され、これにより、所定の金種の紙幣が２つ以上の出金庫３３Ａに
収納されることになる。また、それぞれの金種の新券を設定、収納することもできる。
【００６２】
　ここで、前述した３つのサブ収納庫２７も、出金庫３３Ａと同様に、千円札、五千円札
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、二千円札に応じて区別されていて、各サブ収納庫２７には、千円札、五千円札および二
千円札のいずれかの所定の金種の紙幣が収納される。これらのサブ収納庫２７は、紙幣の
収納、紙幣出金口１８Ｂへの出金、出金庫３３Ａ（メイン収納庫３３）への紙幣の装填の
うち、少なくとも２つをするために用いることができる。このように、一例として、複数
のサブ収納庫２７を金種毎に区別して、予備の紙幣を金種毎に分けて、対応するサブ収納
庫２７に収納することで、各サブ収納庫２７に別々の役割を与えることができる。その結
果、サブ収納庫２７の用途を広げることができる。
【００６３】
　貨幣処理装置１での紙幣に関する両替動作について説明すると、顧客の紙幣は、紙幣入
金口１８Ａに払い込まれることで入金され、その後、取込経路４２を通って搬送路４３内
を搬送される。その際、紙幣は、搬送路４３によって時計回りに搬送され、識別部４５で
識別される。識別部４５で識別された紙幣のうち、識別部４５によってリジェクト紙幣で
あると識別された紙幣は、一保３３Ｃ上を通過して搬送路４３から取出経路４４へと搬送
され、紙幣出金口１８Ｂから顧客に返却される。
【００６４】
　識別部４５によってリジェクト紙幣でないと識別された紙幣は、分岐路４９を経て一保
３３Ｃに一時保留される。
【００６５】
　その後、顧客によって指定された金種の紙幣が、一保３３Ｃに一時保留されている紙幣
の総額分だけ、対応する出金庫３３Ａから取り出されて搬送路４３を搬送され、取出経路
４４へと搬送された後に、紙幣出金口１８Ｂから顧客に出金される。これに応じて、一保
３３Ｃの紙幣は、入金庫３３Ｂに収納され、以上で、紙幣に関する一連の両替動作が完了
する。つまり、貨幣処理装置１は、入金された紙幣を、出金庫３３Ａ（メイン収納庫３３
）の紙幣で両替することができる。
【００６６】
　ここで、出金庫３３Ａから取り出されて搬送路４３を搬送されている出金途中の紙幣は
、識別部４５を通過する。その際、この紙幣がリジェクト紙幣であるか否かが識別部４５
によって識別される。識別部４５によってリジェクト紙幣であると識別された出金途中の
紙幣は、搬送路４３から取込経路４２および分岐路５３を搬送され、出金リジェクト部４
１に収納される。出金リジェクト部４１のリジェクト紙幣は、係員によって回収される。
【００６７】
　また、出金庫３３Ａ内の紙幣がなくなった場合には、前述したように、開放された本体
開口部２５から紙幣処理ユニット６が後側へ引き出され、紙幣がなくなった出金庫３３Ａ
がユニット本体３２から上方へ引き出される（図４参照）。そして、この出金庫３３Ａに
、該当する金種の紙幣が補充された後、この出金庫３３Ａがユニット本体３２に再び装着
され、紙幣処理ユニット６が装置本体２に装着される（図２参照）。
【００６８】
　なお、前述した３つのサブ収納庫２７も、出金庫３３Ａと同様に、千円札、五千円札、
二千円札に応じて区別されていて、いずれかのサブ収納庫２７には、千円札、五千円札お
よび二千円札のいずれかの所定の金種の紙幣が収納される。これらのサブ収納庫２７は、
出金庫３３Ａの紙幣が所定量未満まで減少したときに、両替中であれば、不足分の金種の
紙幣を出金庫３３Ａの代わりに払い出し（出金）し、待機中であれば、当該出金庫３３Ａ
に紙幣を補充する。つまり、各サブ収納庫２７は、出金庫３３Ａのバックアップ用として
用いることができる。
【００６９】
　図６は、貨幣処理装置１の制御回路ブロック図であり、この発明の特徴と関連する部分
のみを示すブロック図である。
【００７０】
　図６に示すように、貨幣処理装置１には、マイクロコンピュータ等で構成された制御部
７０（出金手段、補充手段）が備えられている。制御部７０は、貨幣処理装置１の動作を
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制御する。特に、制御部７０は、入金された紙幣と引き換えに出金（両替）される金種の
紙幣の必要枚数を算出して、どの出金庫３３Ａから紙幣を出金するのかを決定する。
【００７１】
　また、制御部７０には、前述した識別部４５および分岐爪５７と、搬送モータ７１と残
量センサ７２とが電気的に接続されている。なお、厳密には、制御部７０には、分岐爪５
７を切り換えるモータ（図示せず）が接続されている。
【００７２】
　搬送モータ７１は、前述したローラー５４，５５，５６（図５参照）を回転させる。残
量センサ７２は、各メイン収納庫３３（図５参照）内の紙幣の有り高を検出する。残量セ
ンサ７２は、各サブ収納庫２７に紙幣があるか否かも検出する。
【００７３】
　制御部７０は、搬送モータ７１を駆動することによってローラー５４，５５，５６（図
５参照）を回転させ、紙幣を貨幣処理装置１内で搬送する。この際、制御部７０が各分岐
爪５７を動かすことによって、紙幣の搬送先が切り換えられる。そして、制御部７０は、
識別部４５の識別結果によって、リジェクト紙幣の有無や紙幣の金種等を把握する。また
、制御部７０は、残量センサ７２の検出結果によって、各メイン収納庫３３（特に出金庫
３３Ａ）における紙幣の有り高や、各サブ収納庫２７における各金種の紙幣の有無を把握
する。
【００７４】
　図７は、貨幣処理装置１において行われる制御動作の一例を示すフローチャートである
。
【００７５】
　次に、図７を参照して、制御部７０の行う制御動作の一例を説明する。ここでの制御動
作は、出金庫３３Ａ内の有り高が所定量未満まで減ったときに行われる。ここでの所定量
未満とは、補充が必要な程度に少ない（いわゆるニアエンプティに相当する）量である。
【００７６】
　まず、貨幣処理装置１において両替が行われていない待機中の場合（ステップＳ１でＹ
ＥＳ）、制御部７０は、有り高が所定量未満まで減少した出金庫３３Ａがあるか否かを確
認する（ステップＳ２）。
【００７７】
　有り高が所定量未満まで減少した出金庫３３Ａがあれば（ステップＳ２でＹＥＳ）、制
御部７０は、この出金庫３３Ａが収納する紙幣と同一金種の紙幣を収納するサブ収納庫２
７があるか否かを確認する（ステップＳ３）。
【００７８】
　該当するサブ収納庫２７があれば（ステップＳ３でＹＥＳ）、制御部７０は、このサブ
収納庫２７から紙幣を引き出して、有り高が所定量まで減少した出金庫３３Ａに補充する
（ステップＳ４）。これにより、サブ収納庫２７に当該金種の紙幣がある限り、待機中に
当該金種の紙幣をサブ収納庫２７からメイン収納庫３３（出金庫３３Ａ）に補充すること
で、メイン収納庫３３からの当該金種の紙幣の出金（両替）が引き続き可能となる。その
ため、サブ収納庫２７に当該金種の紙幣がある間は、メイン収納庫３３へ当該金種の紙幣
を外部から補充するために貨幣処理装置１の運転を休止せずに済む。この結果、貨幣処理
装置１の運転休止までの稼動時間を延ばすことができる。なお、紙幣を外部から補充する
ということは、紙幣処理ユニット６を装置本体２から引き出して、さらにメイン収納庫３
３（出金庫３３Ａ）をユニット本体３２から引き出して当該メイン収納庫３３に紙幣を補
充するということである（図４参照）。
【００７９】
　ステップＳ４での補充によって、紙幣が補充された出金庫３３Ａの有り高が前記所定量
以上になった場合（ステップＳ５でＹＥＳ）、制御部７０は、今回の処理を終了する。
【００８０】
　また、この補充によってサブ収納庫２７の紙幣が少なくなってきたら、貨幣処理装置１
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が稼動中であっても、係員は、後扉２６を開いて当該サブ収納庫２７の収納庫扉２９を開
き、これによって開放された収納庫開口部２８から当該サブ収納庫２７に紙幣を手差しで
補充できる（図２参照）。これにより、貨幣処理装置１の運転休止までの稼動時間をさら
に延ばすことができ、いわゆる貨幣処理装置１のノンストップ運用が可能になる。
【００８１】
　一方、紙幣が補充された出金庫３３Ａの有り高が前記所定量以上でない場合（ステップ
Ｓ５でＮＯ）、制御部７０は、該当する金種の紙幣を収納するサブ収納庫２７が他にない
か検索する（ステップＳ３）。該当する金種の紙幣を収納するサブ収納庫２７が他にあれ
ば（ステップＳ３でＹＥＳ）、制御部７０は、ステップＳ４およびＳ５の処理を繰り返す
。
【００８２】
　有り高が所定量未満の出金庫３３Ａがあるにもかかわらず、この出金庫３３Ａと同一金
種の貨幣を収納するサブ収納庫２７がなければ（ステップＳ３でＮＯ）、制御部７０は、
ステップＳ６の処理を行う。ここでは、前提として、補充したい金種の紙幣を収納する出
金庫３３Ａが２つ以上設けられている。
【００８３】
　ステップＳ６では、制御部７０は、有り高が前記所定量を超えていない出金庫３３Ａと
同じ金種の紙幣を収納する他の出金庫３３Ａがあるか否かを確認する（ステップＳ６）。
【００８４】
　該当する他の出金庫３３Ａがあれば（ステップＳ６でＹＥＳ）、制御部７０は、同一金
種を収納する出金庫３３Ａの有り高の合計（合計有り高）が所定量以上あるかどうかを確
認し、当該合計有り高が前記所定量以上あった場合（ステップＳ７でＹＥＳ）、制御部７
０は、今回の処理を終了する。しかし、出金庫３３Ａの合計有り高が前記所定量以上でな
い場合（ステップＳ７でＮＯ）、制御部７０は、ステップＳ８の処理を行う。
【００８５】
　ステップＳ８では、制御部７０は、出金庫３３Ａに補充すべき金種の紙幣を紙幣入金口
１８Ａ（図５参照）へ装填すること、または、この出金庫３３Ａを装置本体２から引き出
して当該金種の紙幣を出金庫３３Ａに装填することを、操作部１１（図１参照）において
、所定時間報知する。この報知により、係員によって、装置本体２から出金庫３３Ａが引
き出され、この出金庫３３Ａに対応する金種の紙幣が補充されたり（図４参照）、紙幣が
紙幣入金口１８Ａに装填され、搬送路４３を通じて当該出金庫３３Ａに補充されたりする
（図５参照）。
【００８６】
　このように、出金庫３３Ａ内の紙幣が所定量未満になった場合には、サブ収納庫２７内
の紙幣で補充することによって、係員が出金庫３３Ａへの紙幣の補充処理を直接行わなく
ても、貨幣処理装置１の稼動を極力継続できるようにしている。
【００８７】
　一方、貨幣処理装置１において待機中でない両替中の場合（ステップＳ１でＮＯ）、制
御部７０は、出金すべき金種のうち、不足する紙幣の金種があるか否かを確認する（ステ
ップＳ９）。
【００８８】
　紙幣が不足する金種がなければ（ステップＳ９でＮＯ）、両替による出金は問題なく行
われる。
【００８９】
　紙幣が不足する金種があっても（ステップＳ９でＹＥＳ）、制御部７０は、当該金種に
ついて不足分の紙幣を、その金種の紙幣を収納するサブ収納庫２７から引き出して出金す
るので、両替は滞りなく行われる（ステップＳ１０）。よって、両替中に、メイン収納庫
３３（出金庫３３Ａ）において、出金すべき金種の紙幣がなくなっても、サブ収納庫２７
に当該金種の紙幣がある限り、出金庫３３Ａに代わってサブ収納庫２７から当該金種の紙
幣を出金（「代替出金」という）することで両替を継続できる（図５参照）。そのため、
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サブ収納庫２７に当該金種の紙幣がある間は、メイン収納庫３３への当該金種の紙幣の補
充のために貨幣処理装置１の運転を休止せずに済む。この結果、貨幣処理装置１の運転休
止までの稼動時間を延ばすことができる。
【００９０】
　また、この代替出金によってサブ収納庫２７の紙幣が少なくなってきたら、貨幣処理装
置１が稼動中であっても、係員は、後扉２６を開いて当該サブ収納庫２７の収納庫扉２９
を開き、これによって開放された収納庫開口部２８から当該サブ収納庫２７に紙幣を手差
しで補充できる（図２参照）。これにより、貨幣処理装置１の運転休止までの稼動時間を
さらに延ばすことができ、いわゆる貨幣処理装置１のノンストップ運用が可能になる。
【００９１】
　特に、出金庫３３Ａ（紙幣処理ユニット６）を装置本体２から引き出して出金庫３３Ａ
に紙幣を補充する場合、出金庫３３Ａを装置本体２に戻した時に、出金庫３３Ａ内の紙幣
を識別部４５で識別しなければならないので、貨幣処理装置１が休止状態から復旧するの
にある程度の時間がかかる。しかし、後扉２６を開いてサブ収納庫２７に紙幣を手差しで
補充する場合には、そもそも貨幣処理装置１を休止しなくてよい。
【００９２】
　ちなみに、サブ収納庫２７内の紙幣は、代替出金または補充されるために搬送路４３を
流れるときに、識別部４５によって識別されるので、サブ収納庫２７内にリジェクト紙幣
があっても、そのリジェクト紙幣は、装填リジェクト部４０に回収されることとなり、代
替出金または補充に用いられることはない（図５参照）。
【００９３】
　この発明は、以上の実施形態の内容に限定されるものではなく、請求項記載の範囲内に
おいて種々の変更が可能である。
【００９４】
　たとえば、前述した実施形態では、紙幣処理ユニット６における出金庫３３Ａにサブ収
納庫２７の紙幣を補充したり、不足分の紙幣を出金庫３３Ａの代わりにサブ収納庫２７か
ら代替出金したりしているが、この発明は、紙幣に限らず、硬貨を含む貨幣全般について
適用可能である。そのため、バラ硬貨処理ユニット４や包装硬貨処理ユニット５（図１参
照）が、出金庫３３Ａおよびサブ収納庫２７に相当する構成を備えていて、出金庫３３Ａ
に相当する構成において不足した硬貨を、サブ収納庫２７に相当する構成に収納された硬
貨で補充したり、代替出金したりしても構わない。
【００９５】
　また、この発明は、両替機以外に、貨幣の入出金処理を行う貨幣処理装置（ＡＴＭや出
納機等）にも適用できる。
【００９６】
　また、サブ収納庫２７は、両替頻度の低い種類の貨幣を収納するための用途に用いるこ
とができる。一例として、二千円札や、お年玉用の新札（金種は問わない）等が、サブ収
納庫２７に収納される。この場合、これらの貨幣は、サブ収納庫２７から直接出金される
。
【００９７】
　また、サブ収納庫２７の少なくとも１つが、一保３３Ｃ（図５参照）として機能しても
よい。つまり、サブ収納庫２７は、入金された貨幣を一時保留するための用途に用いるこ
とができる。
【００９８】
　また、サブ収納庫２７の少なくとも１つが、入金庫３３Ｂ（図５参照）として機能して
もよい。つまり、サブ収納庫２７は、入金された貨幣を収納するための用途に用いること
ができる。この場合、制御部７０は、一保３３Ｃ、または一保３３Ｃをなすサブ収納庫２
７に一時保留された（入金された）貨幣を、サブ収納庫２７（一保３３Ｃをなすサブ収納
庫２７以外のサブ収納庫２７）へ搬送する。
【００９９】
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　また、サブ収納庫２７の少なくとも１つが、装填リジェクト部４０または出金リジェク
ト部４１（図５参照）として機能してもよい。つまり、サブ収納庫２７は、リジェクト貨
幣を収納するための用途に用いることができる。この場合、制御部７０は、識別部４５に
よって検出されたリジェクト貨幣をサブ収納庫２７へ搬送する。
【０１００】
　なお、サブ収納庫２７は複数（３つ）あるので、たとえば、１つまたは２つのサブ収納
庫２７が、一保３３Ｃや入金庫３３Ｂや装填リジェクト部４０や出金リジェクト部４１と
して機能する一方で、残りのサブ収納庫２７は、前述したように出金庫３３Ａに貨幣を補
充したり、不足分の貨幣を出金庫３３Ａの代わりに代替出金したりしてもよい。
【０１０１】
　以上のように、サブ収納庫２７を複数設けて、これらを出金庫３３Ａのバックアップ（
拡張された出金庫３３Ａの一部）として用いたり、一保３３Ｃや入金庫３３Ｂや装填リジ
ェクト部４０や出金リジェクト部４１（図５参照）として用いたりすることができる。
【０１０２】
　もちろん、サブ収納庫２７の数は、２つ以上であれば、必要に応じて適宜設定される。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　　貨幣処理装置
　２　　装置本体
　２５　本体開口部
　２７　サブ収納庫
　２８　収納庫開口部
　３３　メイン収納庫
　４５　識別部
　７０　制御部
【図１】 【図２】
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